
５月 26日(木)～27 日(金)、６年生が修学旅行「福島県の会津・いわき方面」に出
かけました。最初の目的地である「大内宿」。江戸時代に会津若松市と日光今市を結
ぶ重要な道の休憩場所として栄えた宿場町。観光客やお土産屋さん…など、だれに
でも元気な「あいさつ」ができる押小６年生。
「大内宿」から移動し、「民芸の館 松良」で、

赤べこ絵付け体験をしまし
た。赤べこは、赤色に下塗りし
た牛の型に、黒の斑点と白の
縁取りを絵付けした張り子人
形で、古くは厄除けのお守りや縁起物として、現在も土産物として有名です。一人一人が思いを込めて作
ったので「厄除け」や「幸運」のパワーもより一際強いものと信じています。
次に向かったのは日本百名城の一つ「鶴ヶ城」。鶴ヶ城は、戊辰戦争の際に新政府軍の猛攻に耐えた「難

攻不落の名城」としても有名です。天守の内部は博物館となっており会津の歴史に触れることができま
した。この時季の景観は美しく、観光施設としても名高い名所といえます。子どもたちも、鶴ヶ城の歴史、
景色、お土産を購入するなど、存分に楽しみ、大いに学習を深めました。天守閣からの眺めは格別でした。
会津からバスに揺られて約２時間、いわき市の「浜とく」に到着。1971 年創業、収容人員 275 名、「黄

金風呂など様々な温泉」や「超豪華な食事」、さらに修学旅行ならではの「部屋での時間」を大いに楽し
みました。風呂や部屋の「あとしまつ」もしっかりで
きました。
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２日目最初の目的地は
「いわき震災伝承みらい
館」。東日本大震災で地震や
津波に加え、原発事故が重
なる複合災害に見舞われた
いわき市。震災の記憶と教訓を将来に発信するために作られた施設を見学しました。その後、子どもたち
は神妙な表情で「語り部」さんから、震災当日の様子を聞きました。災害に対する危機意識や防災意識が
高まったものと思います。「あんぜん」・・・命の大切さを学びました。
最終見学地は「アクアマ

リンふくしま」。ここは、東
北最大級の楽しく学べる体
験型水族館で、潮目の海を
テーマに 800 種を超える生
物が展示。たくさんのこと
を学びました。
１泊２日の修学旅行。子どもたちは、「全力で楽しみ、協力し、学習しました。」とても立派な態度で過ごし

た６年生！押上小学校のリーダーとして頼もしく感じました。そのリーダーとしての力を、そしてこの
修学旅行で学んだことを、今後の学校生活で生かしてくれることを期待しています。楽しみです(^_-)-☆

１年生「遠足 宇都宮動物園」 ２年生「遠足 宇都宮動物園」

４年生「遠足 ウインディなす なす高原自然の家」 ３年生「遠足 ツインリンクもてぎ」


